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	市制施行30周年記念事業
	よしかわ
	未来
	「ソウゾウ」
	プロジェクト
	参加者募集
	　これまでの吉川の歩みを振り返り、これからの吉川市の未来像を「想像」し、今後の吉川市を「創造」できるよう市の可能性や魅力をワークショップを行いながら探求し、「これからの吉川」のあるべき姿を考え、市へ提言をしてみませんか。いただいた提言は、実際に事業化する可能性があります。
	令和８年７月２６日（日）から１２月下旬 ワークショップの日程については、参加者が決定してからお知らせします。
	複数のグループに別れ「これからの吉川市」をテーマにグループワークを複数回行い市への提言をまとめます。 まとめた提言は、提言発表会において市へ提言していただきます。
	市内在住・在学の小学５年生から大学生（参加費無料） ２０名程度（先着順）
	市民参加推進課 市民参画担当 電話：０４８-９８２-９６８５ メール:shiminsanka2@city.yoshikawa.saitama.jp
	５月１５日（金）～７月１５日（水）までに 右記二次元コード、電話または市民参加推進 課へ直接申込

	主催 吉川市

	STEP1
	グループワーク
	吉川市への提言


	STEP2
	アイディアをまとめる

	STEP3
	提言発表会


	開催時期 ７月上旬から１１月上旬
	吉本興業所属芸人がワークショップに参加し、参加者の潜在的なアイディアをすくい上げ、場を盛り上げるだけでなく、実現可能な施策へと「翻訳」するサポートを行います。
	ビスケッティ佐竹

	第１回「まちを知る」
	第４回「未来のまちを描く」
	第２回「まちへ出かける」
	第５回「未来のまちを伝える」
	第３回「未来のまちを考える」
	（哲学対話）


	ＭＣ経験豊富な芸人達が、発表の場を盛り上げます！
	開催時期　１２月下旬


